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「
看
話
と
黙
照
」
統
合
的
理
解
へ
の
試
論

─
─　

大
慧
宗
杲
の
黙
照
禅
批
判
を
中
心
に　

─
─

花
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

梁　
　
　
　
　

特　
　

治

（
道　

海
）

は
じ
め
に
　
─
　
問
題
の
所
在
　
─

本
稿
は
、
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
全
域
の
文
化
の
中
で
、
独
自
の
伝
統
と
安
定
的
優
位
性
を
形
成
し
た

中
国
宋
朝
禅
の
二
大
思
潮
で
あ
る
看
話
禅
と
黙
照
禅
の
修
禅
形
態
に
焦
点
を
当
て
、
就
中
、
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）

の
黙
照
禅
批
判  

に
絞
り
込
み
、
特
に
、
大
慧
の
黙
照
批
判
対
象
の
分
析
を
通
じ
て
、「
看
話
と
黙
照
」
の
全
体
像
を
よ
り
明

確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
、
看
話
禅
と
黙
照
禅
を
専
門
主
題
と
し
た
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
分
野
を
主
導
し
た
研
究
者
は
、
柳
田
聖
山
、
石
井
修

道
の
両
氏
で
あ
る
。
特
に
、
柳
田
氏
の
「
看
話
と
黙
照
」（
一
九
七
五
）
は
、
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
の
対
象
を
真
歇
清
了
（
一
〇

八
八
～
一
一
五
一
）
と
限
定
し
、
黙
照
禅
の
性
格
を
鮮
明
に
し
た
［
以
下
、
真
歇
批
判
説
と
略
称
］。
柳
田
氏
以
前
に
お
い
て
は
、
大

（1）
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慧
が
黙
照
邪
師
と
批
判
し
た
禅
者
は
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
た
［
以
下
、
宏
智
批
判
説
と
略

称
］。
し
か
し
今
日
で
は
、
柳
田
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
大
慧
の
批
判
対
象
は
真
歇
清
了
と
い
う
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
石
井
氏
は
、
柳
田
の
真
歇
説
に
賛
同
し
、
そ
の
詳
細
な
補
充
説
明
を
施
す
と
共
に
、
自
ら
も
新
た
な
研
究
成
果
を
提

示
し
た
（
石
井
、
一
九
七
四
／
一
九
七
六
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
達
の
学
説
を
基
に
「
大
慧
宗
杲
黙
照
禅
批
判
」
の
検
討
を
中
心
に
、
こ
の
二
つ
の
修
禅
形
態
に

つ
い
て
の
分
析
を
通
じ
て
「
看
話
と
黙
照
」
の
統
合
的
理
解
を
試
み
る
。

一
　「
宏
智
批
判
説
」
の
検
証

も
と
も
と
、
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
の
対
象
者
は
宏
智
正
覚
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
凡
そ
学
界
の
定
説
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

は
「
黙
照
」
と
い
う
用
語
が
、
元
来
宏
智
の
「
黙
照
銘
」
に
由
来
す
る
の
で
、
宏
智
の
思
想
に
反
論
す
る
た
め
に
大
慧
は
「
黙

照
」
と
い
う
用
語
を
使
い
始
め
た
と
推
察
し
た
た
め
で
あ
る
。

事
実
、
建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）、
宏
智
三
十
九
歳
以
前
に
成
立
し
た
「
黙
照
銘
」
は
、
大
慧
が
本
格
的
に
黙
照
批
判
を
始
め

る
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
以
前
の
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
に
流
行
し
て
い
た
の
で  

、大
慧
は
こ
の
頃
す
で
に
宏
智
の
「
黙
照
」

思
想
を
理
解
し
て
い
た
と
見
て
取
れ
る
。
果
た
し
て
こ
の
宏
智
の
思
想
か
ら
大
慧
が
批
判
す
る
よ
う
な
「
坐
禅
固
執
」
と
「
妙

悟
否
定
」
と
い
う
要
素
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、「
黙
照
銘
」
の
内
容
か
ら
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（2）
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「
黙
照
銘
」  

（
1
・
2
句
）
黙
黙
忘
言
、
昭
昭
現
前
。
黙
々
と
し
て
言
を
忘
じ
、
昭
々
と
し
て
現
前
す
。

（
3
・
4
句
）
鑑
時
廓
爾
、
体
処
霊
然
。
鑑
す
る
時
廓
爾
た
り
、
体
す
る
処
霊
然
た
り
。

（
5
・
6
句
）
霊
然
独
照
、
照
中
還
妙
。
霊
然
と
し
て
独
照
す
、
照
中
還
た
妙
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
（
中
略
）
…

（
37
・
38
句
）
万
象
森
羅
、
放
光
説
法
。
万
象
森
羅
、
光
を
放
っ
て
説
法
し
、

（
39
・
40
句
）
彼
彼
証
明
、
各
各
問
答
。
彼そ

れ
ぞ
れ
が彼

証
明
し
、
各そ

れ
ぞ
れ
が各

問
答
す
。

（
41
・
42
句
）
問
答
証
明
、
恰
恰
相
応
。（
そ
の
）
問
答
証
明
、
恰あ

き

恰ら
か

に
相
応
す
。

（
43
・
44
句
）
照
中
失
黙
、
便
見
侵
凌
。
照
中
黙
を
失
せ
ば
、
便
ち
侵
凌
を
見
る
。

（
45
・
46
句
）
証
明
問
答
、
相
応
恰
々
。（
そ
の
）
証
明
問
答
、
相
応
す
る
こ
と
恰あ

き

恰ら
か

な
り
。

（
47
・
48
句
）
黙
中
失
照
、
渾
成
剰
法
。
黙
中
照
を
失
せ
ば
、
渾
て
剰
法
と
成
る
。

（
49
・
50
句
）
黙
照
理
円
、
蓮
開
夢
覚
。
黙
照
理
円ま

ど
か

に
し
て
、
蓮
開
き
夢
覚
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
（
中
略
）
…

（
55
・
56
句
）
黙
照
至
得
、
輸
我
宗
家
。
黙
照
至
り
得
て
、
我
が
宗
家
に
輸か

え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
（
中
略
）
…

こ
こ
で
、
１
・
２
句
と
49
・
55
句
な
ど
の
「
黙
照
」
の
黙
は
、
寂
黙
を
指
し
、
照
は
照
用
を
い
う
。
そ
の
寂
黙
の
「
定
」
と

照
用
の
「
慧
」
が
相
互
に
一
如
と
な
る
と
き
黙
照
禅
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
も
宏
智
は
、
49
・
50
句
に
お
い
て
、「
黙
照
一

（3）
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如
の
世
界
が
理
法
と
し
て
円
満
と
な
る
時
、
蓮
の
花
が
開
き
夢
覚
め
る
」（
黙
照
理
円
、
蓮
開
夢
覚
）
と
説
く
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
悟
境
を
説
い
た
も
の
で
特
に
坐
禅
に
お
け
る
「
黙
而
常
照
」（
寂
黙
に
し
て
、
そ
の
用
は
常
に
万
物
を
照
ら
し
て

自
在
で
あ
る
）
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
寂
黙
」
は
自
性
の
体
で
あ
り
、「
常
照
」
は
自
性
の

用
の
属
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
水
子
璿
（
九
六
五
～
一
〇
三
八
）
の
『
首
楞
厳
義
疏
註
経
』
巻
四
に
、

或
い
は
「
寂
に
し
て
常
に
照
す
」
が
故
に
「
妙
明
」
と
称
し
、「
照
し
て
常
に
寂
す
」
が
故
に
「
明
妙
」
と
曰
う
べ
し
。

此
れ
法
界
一
相
の
真
覚
無
二
を
顕
す
。
円
覚
に
亦
た
云
く
、「
一
切
を
覚さ

と

る
が
故
に
、
円
覚
普
照
、
寂
滅
に
し
て
無
二
な

り
」
と  

。

と
示
す
よ
う
に
、「
寂
黙
」
の
体
と
「
常
照
」
の
用
が
一
如
と
し
て
極
り
得
て
こ
そ
、
法
界
一
相
の
真
覚
無
二
を
顕
す
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
55
・
56
句
の
「
黙
照
極
り
得
て
こ
そ
、
我
が
本
家
に
到
る
」（
黙
照
至
得
、
輸
我
宗
家
）
と
一
脈
相
通
ず

る
。
さ
ら
に
着
目
す
べ
き
は
41
・
42
・
43
・
44
・
45
・
46
・
47
・
48
句
の
修
禅
に
於
け
る
「
寂
々
」
と
「
惺
々
」
の
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
感
覚
の
強
調
で
あ
る
。
こ
の
「
定
慧
」
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
修
禅
上
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
と
に
「
寂
静
」
に
沈
溺

し
、「
無
記
」
に
陥
り
や
す
い
黙
照
の
禅
者
に
と
っ
て
は
特
に
繊
細
な
点
検
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
黙
照
禅
の
要
諦
を
、

四
言
七
十
二
句
・
二
百
八
十
八
字
か
ら
な
る
比
較
的
短
編
な
銘
と
し
て
著
す
に
は
、
宏
智
自
身
の
徹
底
し
た
境
地
と
、
そ
こ
か

ら
滲
み
出
る
無
碍
自
在
な
言
語
表
現
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
黙
照
銘
」
で
は
、
大
慧
が
批
判
す
る
よ
う

な
要
素
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
『
宏
智
録
』
に
於
い
て
も
、

黙
黙
と
し
て
自
在
、
如
如
と
し
て
縁
を
離
れ
、
豁
明
と
し
て
塵
無
く
、
直
下
に
透
脱
す
。
元
来
、
箇
の
処
に
到
る
に

（4）
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て
、
是
れ
今
日
新
た
に
有
る
底も

の

に
あ
ら
ず
。（
覚
り
は
）
旧ふ

る家
く
広
大
劫
以
前
従
り
、
歴
歴
と
し
て
昏
か
ら
ず
、
霊
霊
と
し

て
独
り
輝
く
。
恁
麽
な
り
と
雖い

え
ど然

も
、（
修
行
は
）
為
さ
ざ
る
を
得
ず  

。

と
、
い
う
よ
う
に
「
黙
黙
」
の
固
執
で
は
な
く
「
黙
黙
」
の
自
在
で
あ
る
。
し
か
も
、「
豁
明
と
し
て
塵
無
く
、
直
下
に
透
脱

す
」
と
、
言
い
切
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宏
智
が
唱
え
る
黙
照
禅
の
本
意
は
、
大
慧
が
批
判
す
る
よ
う
な
「
坐
禅
へ
の
固

執
・
妙
悟
の
否
定
」
と
い
う
よ
う
な
要
素
は
希
薄
で
あ
る
と
い
え
る
。

但
し
、
宏
智
は
妙
悟
を
否
定
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
妙
悟
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
宗
風

の
違
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
禅
宗
の
宗
旨
を
奉
ず
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
宏
智
の
思
想
に
は
、
現
実
の
迷
妄
の
世

界
よ
り
も
本
来
具
足
の
本
性
と
そ
の
顕
現
の
世
界
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
松
本
史
朗
氏
が
主
張
す
る
絶

対
的
一
元
論
の
立
場
で
あ
る
「
仏
性
顕
在
」
の
系
譜
に
属
す
る
と
も
い
え
る  

。
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
黙
照
銘
」
の
37
・

38
・
39
・
40
句
に
お
い
て
、

万
象
森
羅
、
放
光
説
法
。　

万
象
森
羅
、
光
を
放
っ
て
説
法
し
、

彼
彼
証
明
、
各
各
問
答
。　

彼そ
れ
ぞ
れ
が彼

証
明
し
、
各そ

れ
ぞ
れ
が各

問
答
す
。

と
い
う
語
か
ら
も
、「
万
象
森
羅
」
が
悉
く
光
明
を
放
ち
「
説
法
」
し
て
い
る
と
い
う
「
無
情
説
法
」
を
表
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。
つ
ま
り
、
仏
性
が
何
等
か
の
も
の
に
内
在
し
て
覆
い
か
く
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
現
象
的
事
物
に
お
い
て
惺
々

と
顕
現
し
て
い
る
と
い
う
「
仏
性
の
顕
在
」
を
極
め
て
明
瞭
に
表
現
し
て
い
る  

。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
捉
え
た
場
合
、
宏

智
の
禅
は
徹
底
し
た
黙
照
一
如
の
打
坐
に
よ
る
「
本
証
自
覚
」
に
裏
付
け
さ
れ
た
禅
で
あ
り
、
大
慧
が
批
判
す
る
よ
う
な
「
悟

（5）
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り
の
体
験
」
ま
で
を
も
撥
無
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

以
上
、「
黙
照
銘
」
を
中
心
に
宏
智
の
思
想
を
概
括
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を
踏
ま
え
た
場
合
、「
大
慧
の
黙
照
批
判
の

対
象
者
が
宏
智
で
あ
る
」
と
断
定
す
る
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
双
方
の
間
に
見
識
の
相
違
が
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
だ
が
、
大
慧
と
宏
智
と
は
普
段
か
ら
道
友
と
し
て
親
交
が
厚
か
っ
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
紹
興
二
十
六
年

（
一
一
五
六
）、
配
流
刑
を
赦
さ
れ
て
復
僧
し
た
大
慧
を
育
王
山
住
持
に
推
薦
し
た
人
が
宏
智
で
あ
り
、
同
年
十
一
月
に
は
、
大

慧
の
明
州
報
恩
光
孝
禅
寺
の
開
堂
法
会
で
白
槌
師
と
し
て
随
喜
し
て
い
る  

。
し
か
も
、
宏
智
示
寂
の
際
、
大
慧
に
書
簡
を

送
っ
て
後
事
を
嘱
し
、
そ
れ
に
対
し
て
大
慧
が
葬
儀
を
司
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る  

。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う

な
事
例
か
ら
し
て
も
、「
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
の
対
象
者
が
宏
智
正
覚
」
と
す
る
主
張
に
は
無
理
が
あ
る
。

二
　「
真
歇
批
判
説
」
の
検
証

次
に
、
現
在
、
学
会
の
定
説
と
さ
れ
る
「
真
歇
批
判
説
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
真
歇
の
年
譜
で
あ
る
が
、
真
歇
清
了

は
、
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）、
四
川
省
西
川
道
綿
陽
県
に
生
ま
れ
、
十
一
歳
の
時
に
出
家
、
成
都
の
大
慈
寺
に
お
い
て
経
論
を

学
び
、
の
ち
に
鄧
州
（
河
南
省
南
陽
府
鄧
県
）
の
丹
霞
子
淳
に
嗣
法
す
る
。
宣
和
五
年
（
一
一
二
三
・
三
十
六
歳
）
に
は
、
江
蘇
省
淮

揚
道
儀
微
県
の
長
蘆
崇
福
禅
院
に
住
し
、
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
・
四
十
三
歳
）
に
は
、
雪
峰
山
に
住
し
た
。
紹
興
四
年
（
一
一
三

四
・
四
十
七
歳
）
に
は
、
法
兄
で
あ
る
慧
照
慶
預
に
雪
峰
山
崇
聖
禅
寺
住
持
を
移
譲
し
て
、
翌
五
年
（
一
一
三
五
・
四
十
八
歳
）
雪

峰
の
東
庵
に
退
居
し
、
同
六
年
（
一
一
三
六
・
四
十
九
歳
）
十
月
に
は
、
阿
育
王
山
、
同
七
年
（
一
一
三
七
・
五
十
歳
）
に
は
、
建
康

府
蒋
山
、
同
八
年
（
一
一
三
八
・
五
十
一
歳
）
四
月
に
は
、
温
州
龍
翔
興
慶
の
合
額
禅
院
（
後
の
江
心
山
龍
翔
寺
）、
さ
ら
に
、
同
十

五
年
（
一
一
四
五
・
五
十
八
歳
）
五
月
に
は
径
山
に
住
し
た
。
そ
し
て
、
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
十
月
一
日
、
真
歇
は
六
十

（8）
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四
歳
で
示
寂
し
た
。
紹
興
二
十
三
年
（
一
一
五
三
）
八
月
、
高
宗
よ
り
「
悟
空
禅
師
」
と
い
う
諡
号
と
「
静
照
之
塔
」
と
い
う

塔
号
を
賜
っ
た
。（『
明
州
天
童
景
徳
禅
寺
宏
智
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
「
崇
先
真
歇
了
禅
師
塔
銘
」）

一
方
、
真
歇
と
宏
智
の
関
係
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
具
足
戒
を
受
け
た
の
は
宏
智
が
先
で
あ
る
。
し
か
し
、
嗣
法
と
出
世
時
期

で
は
真
歇
が
先
と
い
う
こ
と
で
、
主
に
真
歇
が
法
兄
、
宏
智
が
法
弟
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

年
齢
上
で
は
法
兄
の
慧
照
慶
預
よ
り
十
歳
年
少
で
宏
智
よ
り
三
歳
年
長
、
大
慧
よ
り
も
一
歳
年
長
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
真

歇
批
判
説
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
項
目
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
を
加
え
て
い
く
。

①
「
昔
日
了
老
、
専
ら
人
を
し
て
坐
禅
せ
し
む
。
杲
老
以
て
然
ら
ず
と
為
し
、「
正
邪
論
」
を
著
し
て
之
を
排
す
。
其
の

後
杲
天
童
に
在
っ
て
、
了
老
乃
ち
一
向
に
師
と
し
て
尊
ん
で
礼
拝
す
。
杲
遂
に
之
と
同

な
か
よ
くし

、
死
に
及
ん
で
之
が
為
に
銘

を
作
す
」。
問
う
、「
渠
既
に
清
浄
寂
滅
を
要ほ

っ

す
、
如
何
が
坐
禅
せ
ざ
る
」。
曰
く
、「
渠
も
又
た
「
悟
」
有
ら
ん
こ
と
を

要ほ

っ得
す
。
杲
は
旧も

と
甚
だ
子
韶
を
喜
ぶ
も
、
南
に
帰
る
に
及
ん
で
、
書
を
貽お

く

っ
て
之
を
責
む
。
以お

も
え為

ら
く
前
日
と
同
じ

か
ら
ず
と
。
今
其
の
小
師
、
杲
の
文
字
を
録
す
る
に
、
正
邪
論
を
去
り
子
韶
に
与
う
る
書
も
亦
た
節
却
す
」  

。

 

（『
朱
子
語
類
』
巻
百
二
十
六
）

こ
の
條
は
、
朱
熹
門
下
の
高
弟
で
あ
る
鄭
可
学
（
一
一
五
二
～
一
二
一
二
）
が
、
紹
煕
二
年
（
一
一
九
一
）
に
晩
年
の
朱
子
（
一

一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
か
ら
聞
い
た
話
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が  
、
大
慧
が
『
正
邪
論
』
を
撰
し
て
黙
照
禅
を
批
判
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
事
実
と
し
て
論
証
で
き
る  

。
し
か
し
、
大
慧
は
天
童
山
に
住
し
た
こ
と
も
真
歇
の
塔
銘
を
撰
し
た
こ

と
も
無
い
。
天
童
山
に
住
し
て
真
歇
の
塔
銘
を
撰
し
た
の
は
宏
智
で
あ
り
、
真
歇
示
寂
の
時
、
大
慧
は
、
梅
州
（
広
東
省
）
に

お
い
て
配
流
中
で
あ
る  

。

（10）
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し
た
が
っ
て
、
朱
子
あ
る
い
は
鄭
可
学
が
宏
智
と
大
慧
を
混
同
し
て
い
て
信
憑
性
が
あ
る
と
い
え
な
い  

。

②
屏
山
少
年
に
し
て
、
能
く
挙
業
を
為
し
莆
に
官
た
り
し
と
き
、
塔
下
に
て
一
僧
の
、
能
く
定
に
入
る
こ
と
数
日
な
る
に

接
す
。
後
に
乃
ち
了
老
に
見ま

み

え
、
家
に
帰
り
て
儒
書
を
読
む
に
、
以お

為も

え
ら
く
仏
教
と
合
致
す
と  

。

 

（『
朱
子
語
類
』
巻
百
四
）

劉
屏
山
（
一
一
〇
一
～
一
一
四
七
）
は
、
字
が
彦
沖
（
仲
）
で
、
若
か
り
し
時
の
朱
子
の
師
で
あ
る
。
一
一
三
四
年
、
劉
屏
山

は
福
州
雪
峰
に
官
吏
と
し
て
赴
任
し
、
雪
峰
山
に
住
し
て
い
た
真
歇
に
接
見
す
る
。
劉
屏
山
は
、
以
後
、
兄
、
劉
彦
修
と
と
も

に
大
慧
に
参
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
『
大
慧
書
』「
答
劉
宝
学
」
で
は
、
大
慧
が
黙
照
邪
禅
に
陥
っ
て
い
る
彦
沖
（
劉
屏

山
）
を
強
く
憂
慮
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

近
年
よ
り
已
来
、
禅
道
仏
法
は
、
衰
弊
こ
れ
甚
だ
し
。
有あ

る
し
ゅ般

の
杜
撰
長
老
は
、
根
本
自
ら
所
悟
無
く
、
業
識
茫
茫
と
し

て
、
本
の
拠
る
可
き
無
く
、
実
頭
の
伎
倆
の
、
学
者
を
収
摂
す
る
無
き
に
、
一
切
人
を
し
て
渠
の
如
く
に
相
似
て
、
黒
漆

漆
地
に
し
て
、
緊か

た

く
眼
を
閉
却
し
、
喚
ん
で
「
黙
し
て
常
に
照
ら
す
」
と
作
さ
し
む
。
彦
沖
、
此
の
輩
に
教
壊
さ
れ
了
わ

る
。
苦に

なが

るに

かが

なし

苦い

なか

るぎ

かり

なだ  

。

つ
ま
り
、
②
の
記
述
に
お
い
て
、
一
一
三
四
年
、
彦
沖
が
福
州
雪
峰
（
莆
田
）
の
官
吏
で
あ
る
時
、
雪
峰
山
に
住
し
て
い
た

真
歇
に
見ま

み

え
た
と
す
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
上
の
「
答
劉
宝
学
」
で
大
慧
が
批
判
し
た
「
杜
撰
長
老
」
が
真
歇
で
あ
る
と
断

定
す
る
に
は
慎
重
を
要
す
べ
き
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
大
慧
が
い
う
「
黙
し
て
常
に
照
ら
す
」
と
い
う
語
は
黙
照
の
宗
風
を
表

（14）（15）
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す
が
、
そ
れ
は
真
歇
を
は
じ
め
と
す
る
曹
洞
系
以
外
の
禅
者
に
も
用
い
る
語
で
あ
り  

、
あ
く
ま
で
大
慧
側
か
ら
見
た
主
張
で

あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
大
慧
は
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）、
真
歇
の
請
を
受
け
て
雪
峰
山
を
訪
問
し
普
説

を
行
う
。

③
只
だ
真
歇
の
如
き
、
尋こ

の
ご
ろ常

の
学
者
、
多
く
は
目
前
の
鑑
覚
を
認
め
、
知
見
を
求
め
、
解
会
を
覓
め
て
、
歇
む
時
の
無
き

を
見
て
、
已や

む
を
得
ず
し
て
人
を
し
て
劫
外
に
承
当
せ
し
む
。
実
に
拠
っ
て
論
ず
れ
ば
、
這
の
一
句
も
已
に
是
れ
多
く

し
了
わ
る
。
此
れ
は
是
れ
一
期
の
方
便
、
月
を
指
し
て
人
に
示
す
が
如
し
。
…
（
中
略
）
…
適い

ま来
真
歇
、
一
段
の
公
案

未
了
な
る
有
り
、
雲わ

た
し門

が
他か

れ

の
為
に
結ケ

リ

絶を
付

却け
る

せ
ん  

。 

（『
大
慧
語
録
』
巻
十
三
「
師
到
雪
峯
値
建
菩
提
会
請
普
説
」）

こ
こ
で
大
慧
は
普
説
に
お
い
て
、「
真
歇
は
、
修
行
者
が
現
実
の
分
別
迷
妄
の
世
界
に
執
着
し
て
い
る
の
で
仕
方
な
く
方
便

と
し
て
、
絶
対
的
無
分
別
の
世
界
（
劫
外
）
を
強
調
し
た
」
と
言
い
、
そ
の
よ
う
な
教
え
は
、「
た
と
え
方
便
と
は
い
え
ど
も
、

余
分
な
無
駄
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
真
歇
に
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
公
案
が
あ
る
」
と
説
く
。

結
局
、
大
慧
は
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
の
三
月
か
ら
秋
頃
の
間
に
真
歇
の
た
め
に
普
説
を
行
い
、
一
方
で
『
弁
邪
正
説
』

を
著
し
て
黙
照
禅
批
判
を
開
始
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
た
と
え
大
慧
の
批
判
対
象
が
真
歇
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
慧
が
黙

照
禅
を
非
難
し
始
め
る
紹
興
四
年
に
、
そ
の
対
象
で
あ
る
真
歇
の
請
に
応
じ
て
普
説
を
行
う
こ
と
が
果
た
し
て
可
能
で
あ
ろ
う

か
。
普
説
の
内
容
も
、
大
慧
が
真
歇
を
認
め
な
い
よ
う
な
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
友
好
且
つ
称
賛
す
る
内
容
で
あ

る
。
そ
の
一
部
分
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

爾な
ん
じ看

よ
。
他か

の
真
歇
、
禅
を
説
く
に
、
都す

べ

て
計
較
せ
ず
、
学
人
の
問
処
に
拠よ

り
て
、
口
に
信ま

か

せ
て
（
自
在
に
）
便
ち
説

（17）
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き
、
更
に
滞
礙
無
き
こ
と
、
自
然
に
風
の
水
を
吹
く
が
如
し
。
只
だ
他か

れ

実
見
実
説
す
る
が
為
に
、（
あ
た
か
も
）
普
賢
菩
薩

の
仏
華
荘
厳
三
昧
よ
り
起
ち
、
普
慧
菩
薩
、
雲
の
興
る
が
如
く
二
百
の
問
を
致
す
に
、
普
賢
菩
薩
、
瓶
の
瀉
す
る
が
如
く

二
千
（
の
答
え
）
を
以
て
酬こ

た

う
る
が
如
し
。
何
ぞ
曽
て
（
真
歇
は
）
思
量
計
較
し
来
た
ら
ん
。
…
（
中
略
）
…
雲
門
今
夏
、

広
因
に
在
り
て
、
個
の
灯と

う

心し
ん

・
皀さ

い

角か
ち

（
何
れ
も
漢
方
薬
）
の
舗み

子せ

を
開
き
（
開
堂
し
）、
豊
倹
の
家
風
に
随
い
、
些
か
粗
禅
を

説
く
。
室
中
、
学
者
に
一
句
を
問
い
、
如も

し
思
量
計
較
せ
ず
、
天
真
自
然
に
し
て
、
一
句
を
道い

い
得
る
も
、
更
に
一
拶
を

与
え
、
擬
議
し
来
た
ら
ざ
る
も
、
劈
脊
に
一
棒
す
。
別
に
細細

か
い
こ
と膩

無
し
。
忽
然
と
し
て
一
個
半
個
を
打
発
し
て
、
却
っ
て
雪

峰
山
に
上
来
し
て
大
炉
鞴
（
真
歇
）
に
就
か
し
め
ば
、
事
、
同
一
家
な
ら
ん  

。

 

（『
大
慧
語
録
』
巻
十
三
「
師
到
雪
峯
値
建
菩
提
会
請
普
説
」）

こ
こ
で
大
慧
は
、
真
歇
が
説
く
禅
を
修
行
者
の
機
根
に
応
じ
て
自
在
に
接
化
し
、
只
だ
「
実
見
実
説
」
す
る
明
眼
の
宗
師
で

あ
る
と
評
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
恰
も
普
賢
菩
薩
が
普
慧
菩
薩
に
対
し
て
自
在
に
問
答
応
酬
す
る
よ
う
で
あ
る
と
賛
嘆
す
る
。
さ
ら
に
は
、

自
身
の
門
人
の
中
で
、
見
込
み
の
あ
る
有
能
な
人
材
が
い
れ
ば
、
真
歇
会
下
に
送
っ
て
教
え
を
受
け
さ
せ
る
と
ま
で
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る  

。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
①
・
②
の
根
拠
は
い
わ
ゆ
る
間
接
証
拠
で
あ
り
、「
真
歇
批
判
説
」
の

決
定
的
確
証
と
は
な
り
得
な
い
。

（19）
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三
　「
大
慧
宗
杲
黙
照
禅
批
判
」
真
相
へ
の
試
論

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
宏
智
・
真
歇
批
判
説
の
検
討
を
踏
ま
え
、
総
括
的
に
「
大
慧
黙
照
禅
批
判
」
の
真
相
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
ま
ず
は
、「
大
慧
黙
照
禅
批
判
」
の
対
象
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
般
に
「
宏
智
説
」
に
し
ろ
、「
真
歇
説
」
に
し

ろ
、
大
慧
は
宏
智
や
真
歇
を
狙
っ
て
批
判
を
行
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
を
論
証
で
き
る
実
証
的

根
拠
は
不
十
分
で
あ
る
。
も
し
、
宏
智
や
真
歇
が
批
判
の
対
象
な
ら
ば
、
大
慧
の
著
作
中
に
よ
り
多
く
の
証
拠
が
出
て
き
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
大
慧
が
、
宏
智
と
真
歇
の
名
を
直
接
取
り
上
げ
て
問
題
提
起
し
て
い
る
の
は
次
の
一
箇
所

（
①
・
②
）
ず
つ
し
か
見
出
せ
な
い
。

①
禅参

禅
者
た
ち
よ

和
家
、
若
し
決
定
し
て
妙
悟
有
り
と
信
ぜ
ば
、
這
裏
に
来き

た

っ
て
参
ぜ
よ
。
若
し
悟
は
是
れ
枝
葉
と
信
ぜ
ば
、
却
っ
て

別
処
に
往
き
て
参
ぜ
よ
。
妙わ

た
し喜

は
人
を
瞞
ぜ
ず
。
這
裏
の
隣
峰
に
天
童
和
尚
有
り
、
是
れ
第
一
等
の
宗
師
な
り
。
自
家

行
脚
の
時
、
他か

れ

は
已
に
立
僧
し
了お

わ
れ
り
。
又
た
（
天
童
和
尚
の
）
出
世
の
高
弟
の
這
裏
に
在
る
有
り
。
你
、
但
だ
去
っ

て
他か

れ

に
問
え
。
若
し
総
て
悟
は
是
れ
枝
葉
と
道い

わ
ば
、
我
敢
え
て
道い

わ
ん
、
他
も
是
れ
個わ

か
ら
ず
や

瞎
漢
な
り
と  

。

 

（『
四
巻
本
普
説
』
巻
二
「
方
敷
文
請
普
説
」）

②
定
光
大
師
の
如
き
は
、
往
年
、
歇
長
老
の
処
に
在
っ
て
、
也ま

た
悟
有
る
を
信
ぜ
ず
。
自わ

た
し家

、
雪
峰
に
到
り
て
一
夜
小
参

す
る
に
及
ん
で  

、
忽
然
と
し
て
疑
着
し
、
夏夏

安
居

を
破
り
て
広
因
に
走
来
す
。
猶
お
自
ら
無
迷
無
悟
を
主
張
す
る
も
、
山

僧
に
痛
罵
せ
ら
れ
、
方は

始じ

め
て
非
を
知
る  

。 

（『
四
巻
本
普
説
』
巻
三
「
方
敷
文
請
普
説
」）

（21）

（22）

（23）
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ま
ず
、
①
で
は
、
紹
興
八
（
一
一
三
八
）
年
、
宏
智
は
勅
旨
に
よ
り
、
一
ヶ
月
の
間
、
天
童
山
を
離
れ
て
臨
安
府
の
霊
隠
寺

に
住
す  

。
こ
の
時
、
大
慧
は
近
隣
の
径
山
能
忍
禅
院
の
住
持
で
あ
っ
た
。
こ
の
普
説
は
そ
の
時
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

普
説
に
お
い
て
大
慧
は
、「
天
童
和
尚
有
り
て
、
是
れ
第
一
等
の
宗
師
な
り
」
と
、
宏
智
を
優
れ
た
禅
僧
と
し
て
一
目
置
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
注
視
す
べ
き
は
、
大
慧
は
「
他
も
是
れ
個
瞎
漢
」
と
一
見
、
宏
智
を
批
判
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
寧
ろ
宏
智
の
深
意
が
「
妙
悟
」
の
重
要
性
を
十
二
分
に
把
握
し
て
い
る
と
承
知
し
た
上
で
、

大
衆
お
よ
び
宏
智
門
下
の
者
た
ち
に
「
宏
智
の
深
意
」
を
曲
解
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る  

。

次
に
、
②
で
は
、
真
歇
門
下
で
あ
っ
た
「
定
光
大
師
」
こ
と
浄
居
妙
道
が
、「
悟
有
る
を
信
ぜ
ず
」
と
あ
る
が
、
実
は
真
歇

は
宏
智
と
同
様
「
妙
悟
」
の
重
要
性
を
認
知
し
て
い
た  

。

し
か
し
、
こ
こ
で
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
宏
智
、
真
歇
の
黙
照
の
家
風
、
そ
し
て
、
広
義
的
に
は
坐
禅
を
重
視
す
る
曹

洞
の
宗
風
は
、
一
つ
間
違
え
れ
ば
寂
黙
の
世
界
に
安
住
し
て
「
無
修
無
悟
」
の
自
然
外
道
の
禅
と
化
す
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る

点
で
あ
る
。
事
実
、
大
慧
に
と
っ
て
の
重
要
事
項
は
、
宏
智
、
真
歇
が
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
妙
道

や
劉
彦
沖
（
劉
屏
山
）
な
ど
の
出
家
在
家
の
修
行
者
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
か
せ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
猶
お
自
ら
「
無
迷
無
悟
」
と
「
妙
悟
」
を
否
定
す
る
妙
道
の
態
度
を
目
の
当
た
り
に
し
た
大
慧
は
、
あ
え
て

痛
罵
を
浴
び
せ
て
ま
で
も
「
妙
悟
」
の
重
要
性
を
承
知
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
れ
ら
を
総
体
的
か
つ
客
観
的
に
捉
え
た
場
合
、
大
慧
の
批
判
対
象
者
を
宏
智
や
真
歇
に
断
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
の
基
準
は
「
坐
禅
固
執
と
妙
悟
否
定
」
に
そ
の
重
点
が
置
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
看
話

禅
の
顕
彰
と
表
裏
す
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
一
つ
言
え
る
事
は
、
当
時
の
福
建
地
方
に
は
、
大
慧
が
黙
照
邪

師
と
蔑
む
禅
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（24）
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而い

ま今
諸
方
に
一あ

る

般種

の
黙
照
邪
禅
有
り
。
…
…
此
の
風
、
往
年
の
福
建
路
に
極
め
て
盛
ん
な
り
。
妙わ

た
し喜

紹
興
の
初
め
、
閩福

建

に
入
り
庵
に
住
す
る
時
、
力つ

と

め
て
之
を
排
す
。
之
を
「
仏
の
慧
命
を
断
ず
」
と
謂い

う
。
千
佛
出
世
す
る
も
懺
悔
を
通
ぜ

ず  
。 

（『
大
慧
普
説
』
巻
十
七
「
銭
計
議
請
普
説
」）

事
実
、
紹
興
四
年
の
同
時
期
、
同
場
所
に
お
い
て
、
大
慧
は
別
の
禅
者
に
対
し
て
も
批
判
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
禅
者
と

は
、
同
じ
圜
悟
克
勤
会
下
で
後
に
大
慧
の
法
嗣
と
な
る
玉
泉
曇
懿
（
生
没
年
不
詳
）
と
阿
育
遵
僕
（
生
没
年
不
詳
）
の
両
者
で
あ
る  

。

さ
ら
に
、
曇
懿
・
遵
僕
以
外
に
も
大
慧
の
攻
撃
の
度
合
い
か
ら
し
て
、
黙
照
邪
師
が
相
当
蔓
延
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る  

。

以
上
の
検
討
か
ら
判
る
こ
と
は
、「
大
慧
黙
照
禅
批
判
」
の
真
相
究
明
に
お
い
て
鍵
と
な
る
の
は
、「
看
話
と
黙
照
」
の
実
践

思
想
と
そ
の
修
禅
形
態
の
明
確
化
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
こ
の
二
つ
の
実
践
思
想
と
修
禅
形
態
の
分
析
を
通
じ
て
「
看

話
と
黙
照
」
の
全
体
像
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

⒜
　
看
話
禅
の
修
禅
形
態

─
　
看
話
禅
の
概
要
　
─

宋
代
禅
宗
の
特
色
と
も
い
え
る
公
案
禅
す
な
わ
ち
看
話
禅
は
、
北
宋
期
に
盛
行
す
る
「
公
案
批
評
」
と
「
徹
底
し
た
体
験
主

義
」
の
止
揚
に
よ
り
南
宋
代
に
大
成
さ
れ
た
修
禅
法
で
あ
る
。
黄
龍
慧
南
（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
九
）
や
五
祖
法
演
（
？
～
一
一
〇

四
）、
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
に
そ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
厳
密
に
い
う
な
れ
ば
、
大
慧
宗
杲
に
よ
っ

て
始
め
て
明
確
に
方
法
論
と
し
て
認
識
さ
れ
、
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
に
よ
っ
て
完
全
に
定
型
化
さ
れ
た
修
禅
法

で
あ
る
。
こ
の
修
禅
の
最
大
の
特
徴
は
、
公
案
を
用
い
て
修
行
者
に
疑
団
を
起
こ
さ
せ
、
そ
の
疑
団
の
透
過
に
よ
り
開
悟
せ
し

（27）
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め
る
始
覚
門
的
修
禅
形
態
に
あ
る
。

大
慧
は
『
大
慧
語
録
』
巻
二
十
六
「
答
富
枢
密
」
第
一
書
に
お
い
て
、
看
話
禅
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
端
的
に
示
す
。

然
れ
ど
も
切
に
心
を
存
し
て
破
る
る
を
待
つ
べ
か
ら
ず
。
若
し
心
を
破
る
る
処
に
存
せ
ば
、
則
ち
永
劫
も
破
る
る
時
有

る
無
し
。
但
だ
妄
想
顛
倒
の
心
、
思
量
分
別
の
心
、
生
を
好
み
死
を
悪に

く

む
の
心
、
知
見
解
会
の
心
、
静
を
欣よ

ろ
こ

び
閙
を
厭
う

の
心
を
将も

つ

て
、
一
時
に
按
下
し
、
只
だ
按
下
す
る
処
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
看
よ
。
僧
、
趙
州
に
問
う
、「
狗
子
に
還は

た

仏
性
り
有
や
」。
州
云
く
、「
無
」
と
。
此
の
一
字
子
は
、
乃
ち
是
れ
許
多
の
悪
知
悪
覚
を
摧
く
の
器
仗
な
り
。
有
無
の
会

を
作
す
を
得
ざ
れ
、
道
理
の
会
を
作
す
を
得
ざ
れ
、
意
根
の
下
に
思
量
卜
度
す
る
を
得
ざ
れ
、
揚
眉
瞬
目
の
処
に
垜
根
す

る
を
得
ざ
れ
、
語
路
上
に
活
計
を
作
す
を
得
ざ
れ
、
無
事
甲
裏
に
颺
在
す
る
を
得
ざ
れ
、
挙
起
す
る
処
に
承
当
す
る
を
得

ざ
れ
、
文
字
中
に
向お

い
て
引
証
す
る
を
得
ざ
れ
。
但
だ
十
二
時
中
、
四
威
儀
内
に
、
時
時
に
提
撕
し
、
時
時
に
挙
覚
せ

よ
。「
狗
子
に
還は

た
仏
性
有
り
や
」。
云
く
、「
無
」
と
。
日
用
を
離
れ
ず
、
試
み
に
此
く
の
如
く
工
夫
を
做
し
看
よ
。
月

の
十
日
に
し
て
、
便
ち
自
ら
見
得
せ
ん  
。

つ
ま
り
、「
看
話
禅
」
と
は
、
特
定
の
話
頭
に
意
識
を
集
中
し
て
疑
団
を
形
成
し
、
そ
の
疑
団
を
限
界
点
に
ま
で
疑
結
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
を
超
え
た
意
識
の
大
破
、
所
謂
「
忽
然
大
悟
」
せ
し
め
よ
う
と
す
る
修
禅
法
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
用
の
行
住
坐
臥
に
於
い
て
も
話
頭
に
よ
る
工
夫
を
間
断
な
く
継
続
し
、
一
切
の
論
理
的
把
握
は
厳
し
く
諫

め
る
。
大
慧
は
、
鄧
伯
寿
に
与
え
た
法
語
の
中
で
、「
庭
前
柏
樹
子
」
の
話
を
採
り
上
げ
次
の
よ
う
に
諭
す
。

但た

だ只
、
箇
の
古
人
の
入
道
の
話
頭
を
看
よ
。
僧
、
趙
州
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
」
と
。
趙
州
云
く
、

（30）
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「
庭
前
の
栢
樹
子
」
と
。
僧
云
く
、「
和
尚
、
境
を
将も

つ

っ
て
人
に
示
す
こ
と
莫
か
れ
」
と
。
趙
州
云
く
、「
我
れ
境
を
将も

つ

て

人
に
示
さ
ず
」
と
。
僧
云
く
、「
既
に
境
を
将も

つ

て
人
に
示
さ
ざ
れ
ば
、
却
っ
て
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
」
と
。
趙

州
只
だ
云
く
、「
庭
前
の
柏
樹
子
」
と
。
其
の
僧
、
言
下
に
於
い
て
忽
然
と
し
て
大
悟
す
。
伯
寿
、
但
だ
日
用
の
行
住
坐

臥
の
処
、
至
尊
に
奉
侍
す
る
処
に
、
念
念
間
断
せ
ず
、
時い

つ
も時

提
撕
し
、
時い

つ
も時

挙
覚
せ
よ
。（
か
く
て
）
驀
然
と
し
て
「
柏
樹

子
」
上
に
向お

い
て
心
意
識
、
気
息
を
絶
て
ば
、
便
ち
是
れ
徹
頭
の
処
な
り  

。 

（『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
三
）

こ
こ
で
「
話
頭
を
看
る
」
と
は
疑
団
に
よ
る
話
頭
の
参
究
で
あ
り
、「
但
だ
日
用
の
行
住
坐
臥
の
処
」
に
於
い
て
、
間
断
な

く
話
頭
の
「
疑
」
を
疑
結
さ
せ
る
こ
と
で
意
識
を
極
限
に
ま
で
追
い
込
み
、
そ
の
「
疑
」
の
破
裂
に
よ
り
忽
然
大
悟
せ
し
め
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
慧
は
公
案
を
整
合
的
に
理
解
す
る
「
死
句
」
を
拒
み
、
只
だ
「
活
句
」
に
参
ず
る
看
話
禅
を
世
に

大
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
慧
が
生
き
た
宋
代
の
思
想
的
風
潮
は
、
お
も
に
儒
仏
一
致
説
や
儒
仏
道
三
教
の
合
一
説
、
文
学
面
で
は
詩
禅

一
味
論
が
流
行
し
た  

。
仏
日
契
嵩
の
『
輔
教
編
』
な
ど
は
、
こ
う
し
た
宋
代
の
時
代
的
雰
囲
気
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
代
の
「
禅
」
は
、
も
は
や
禅
僧
の
み
の
専
売
特
許
で
は
な
く
な
り
、「
士
大
夫
文
化
」
と
い
う
士
大
夫
と

の
交
流
の
上
に
成
立
し
、
一
層
大
衆
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
禅
本
来
の
も
つ
能
動
性
に
よ
り
、
社
会
と
の
交
渉
を
積
極
的

に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
教
哲
学
や
、
漢
詩
な
ど
の
様
々
な
文
化
的
事
象
に
お
い
て
も
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
大
慧
が
黙
照
禅
を
批
判
し
、
積
極
的
に
時
流
に
関
与
し
て
い
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
現
実
と
向
き
合
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
社
会
政
治
的
情
勢
が
、
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
た
と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宋
代
の
禅
を
彩
る
看
話
禅
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
要
求
か
ら
生
れ
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
方
、
黙
照
禅
を
大
成
さ
せ
た
宏
智
の
禅
の
特
色
は
、
一
切
の
作
為
を
と
も
な
わ
な
い
無
所
得
無
所
悟
の
坐
禅
に
そ
の
比
重

（31）
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が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
唐
代
禅
が
時
代
を
降
る
し
た
が
っ
て
、「
作
用
」
を
過
度
に
重
じ
る
こ
と
に
よ
る
無
意
味
な
棒
・

喝
の
機
関
の
乱
用
に
対
す
る
批
判
に
よ
り
導
か
れ
た
も
の
で
、
仏
教
の
伝
統
的
な
坐
禅
修
行
に
完
結
態
を
認
め
る
本
覚
門
的
禅

思
想
で
あ
っ
た  

。
こ
の
よ
う
な
本
覚
門
的
基
底
を
な
す
黙
照
禅
は
、
徹
底
し
た
坐
禅
修
行
と
行
事
綿
密
な
宗
風
を
鼓
吹
す
る

反
面
、「
定
」
的
性
格
が
強
く
、
罷ま

か

り
間
違
え
ば
自
然
外
道
に
陥
り
や
す
い
危
険
性
も
孕
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

大
慧
は
、
こ
の
よ
う
な
妙
悟
を
撥
無
し
、
安
逸
に
定
に
固
執
し
て
枯
木
禅
に
陥
っ
て
い
る
一
部
の
亜
流
を
見
て
「
黙
照
邪
師

輩
」
と
い
っ
て
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
る
。

近
年
の
叢
林
に
一
種
の
邪
禅
有
り
、
病
に
執
し
て
薬
と
為
し
、
自
ら
曽
て
証
悟
の
処
有
ら
ざ
る
も
、
而
も
悟
を
以
て
建

立
と
為
し
、
悟
を
以
て
接
引
の
詞
と
為
し
、
悟
を
以
て
第
二
頭
に
落
つ
と
為
し
、
悟
を
以
て
枝
葉
辺
の
事
と
為
す
。
自
己

既
に
曽
て
証
悟
の
処
有
ら
ざ
る
に
、
亦
た
他
人
に
証
悟
す
る
者
有
る
を
信
ぜ
ず
。
一
味
に
空
寂
頑
然
と
し
て
無
知
な
る
を

以
て
、
喚
ん
で
威
音
那
畔
、
空
劫
已
前
の
事
と
作
す
。
日
を
逐
い
て
両
頓
の
飯
を
噇
却
し
、
事
、
理
会
せ
ず
し
て
、
一
向

觜し

ろ

と

じ

盧
都
地
に
打
坐
し
、
之
を
休
し
去
り
歇
し
去
る
と
謂
う
。
纔わ

ず
か

に
語
言
に
渉
れ
ば
、
便
ち
喚
ん
で
今
時
に
落
つ
と
作
し
、

亦
た
之
を
児
孫
辺
の
事
と
謂
う
。
這
の
黒
山
下
鬼
窟
裏
底
を
将も

つ

て
極
則
と
為
し
、
亦
た
之
を
祖
父
従
来
門
を
出
ず
と
謂

う
。
己
の
愚
を
以
て
、
返
っ
て
他
人
を
愚
に
す
。
釈
迦
老
子
の
所
謂
る
、「
譬た

と

え
ば
人
有
り
、
自
ら
其
の
耳
を
塞
い
で
高

声
に
大
い
に
叫
び
、
人
の
聞
か
ざ
る
を
求
む
る
が
ご
と
き
」（『
楞
厳
経
』
巻
六
）
な
り
。
此
の
輩
を
名
づ
け
て
憐
愍
す
べ
き

者
と
為
す  

。 

（『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
一
）

こ
の
よ
う
に
、
大
慧
は
、
黙
照
禅
の
「
邪
」
を
激
し
く
誹
謗
し
て
、「
悟
を
以
て
第
一
と
為
す
」
と
い
う
開
悟
の
重
要
性
を

示
す
こ
と
で
看
話
禅
の
「
正
当
性
」
を
顕
彰
し
て
い
っ
た
。

（33）（34）
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さ
ら
に
、
大
慧
は
そ
の
大
悟
を
徹
底
せ
し
め
る
た
め
に
間
断
な
く
話
頭
を
挙
し
、
疑
団
に
疑
団
を
深
め
て
い
く
よ
う
次
の
よ

う
に
諭
す
。

某
、
口
業
を
惜
し
ま
ず
、
努
め
て
此
の
弊
を
救
う
。
今
、
稍や

や
非
を
知
る
者
有
り
。
願
わ
く
ば
公
、
只
だ
疑
情
破
れ
ざ

る
処
に
向お

い
て
参
ぜ
よ
。
行
住
坐
臥
に
放
捨
す
る
を
得
ざ
れ
。
僧
、
趙
州
に
問
う
、「
狗
子
に
還は

た
仏
性
有
り
や
」。
趙
州

云
く
、「
無
」
と
。
這
の
無
の
一
字
子
は
、
便
ち
是
れ
生
死
の
疑
心
を
破
る
の
妙
刀
な
り  

。 

（『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
六
）

こ
の
よ
う
に
大
慧
は
、
日
々
の
煩
雑
な
日
常
の
中
で
も
古
人
の
公
案
上
に
疑
心
を
起
こ
す
こ
と
を
唱
え
、
特
に
古
人
の
「
無
」

の
上
に
疑
心
を
生
ぜ
し
め
よ
と
諭
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
無
字
こ
そ
全
て
の
「
疑
」
を
打
破
し
、
仏
陀
の
心
境
と
契
合
で

き
る
妙
刀
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

大
慧
は
さ
ら
に
坐
禅
の
際
、
最
も
警
戒
す
べ
き
障
害
で
あ
る
「
昏こ

ん
じ
ん沈

」
と
「
掉じ

ょ
う
こ挙

」  

の
克
服
法
に
於
い
て
も
最
良
の
処
方

箋
と
し
て
「
狗
子
無
仏
性
話
」
を
提
示
す
る
。

静
坐
の
時
、
纔わ

ず
か

に
此
の
両
種
（
昏
沈
、
掉
挙
）
の
病
、
現
前
す
る
を
覚
れ
ば
但た

だ只
狗
子
無
仏
性
の
話
頭
を
挙
げ
よ
。（
さ

す
れ
ば
）
両
種
の
病
、
力
を
用
い
て
排
遺
す
る
に
著よ

ら
ざ
る
も
、
当
下
に
怗平

穏
無
事

怗
地
な
ら
ん  

。

こ
の
よ
う
に
、
大
慧
は
唐
代
の
禅
を
不
徹
底
な
形
態
で
継
承
す
る
一
部
の
禅
客
ら
と
無
事
安
逸
禅
に
陥
っ
た
黙
照
禅
の
亜
流

に
向
か
っ
て
、「
黙
照
邪
禅
」
と
痛
烈
に
誹
謗
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
代
案
と
し
て
話
頭
を
参
究
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
慧
の
こ
う
し
た
黙
照
禅
批
判
の
主
要
原
因
は
、
臨
済
・
曹
洞
に
お
け
る
宗
派
間
の
抗
争
か
ら
派
生
し
た
と

（35）

（36）

（37）
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い
う
よ
り
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
妙
悟
」
を
一
切
認
め
ず
、
た
だ
意
識
を
落
ち
着
か
せ
る
だ
け
の
精
神
集
中
に
安
住
し
て
い

た
「
黙
照
」
の
亜
流
に
対
す
る
「
破
邪
顕
正
」
の
使
命
感
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
「
悟
」
に
至
ら
し
め
る
主

体
的
な
疑
団
の
欠
如
を
指
摘
し
、
そ
の
対
処
法
と
し
て
看
話
禅
を
鼓
吹
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
慧
の
看
話
禅
は
、
単
に
古
人
の
公
案
と
し
て
で
は
な
く
、「
悟
り
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
の
方
法
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
慧
以
前
と
は
違
っ
て
、
一
つ
の
話
頭
参
究
と
い
っ
た
疑
団
に
よ
る
徹
底
し
た
「
追
体
験
」
に
そ
の
目
的
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
頷
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
「
体
験
主
義
」
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
国
家
・
民
族
の
差
別

を
超
え
て
、
爆
発
的
な
禅
の
伝
播
を
可
能
に
し
、
後
世
に
ま
で
広
く
流
通
す
る
普
遍
性
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
。

⒝
　
黙
照
禅
の
修
禅
形
態

─
　
黙
照
禅
の
概
要
　
─

中
国
宋
代
禅
を
二
分
す
る
黙
照
禅
の
大
家
で
あ
る
宏
智
は
「
黙
照
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
黙
に
あ
っ
て
は
「
無
分
別
」、

そ
の
行
態
と
し
て
は
「
坐
禅
」
で
あ
り
、
照
に
あ
っ
て
は
「
知
」、
そ
の
働
き
と
し
て
は
「
妙
用
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
一

如
と
な
る
時
「
黙
照
」
と
し
て
機
能
す
る
と
「
黙
照
銘
」・「
坐
禅
箴
」
な
ど
の
語
録
の
要
所
で
説
き
示
す
。
そ
れ
は
「
信
心

銘
」
で
、虚

明
自
照
、
不
労
心
力
、　

    

虚
明
自
照

0

0

0

0

、
心
力
を
労
せ
ざ
れ
、

非
思
量
處
、
識
情
難
測  

。　

非
思
量
の
処
、
識
情
測
り
難
し
。

（38）
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と
示
す
よ
う
に
、
一
切
空
寂
で
あ
る
「
体
」
か
ら
自
ず
と
顕
現
す
る
「
妙
用
」
で
あ
り
、
自
ら
照
ら
す
働
き
と
し
て
の
「
本
証

の
現
成
」
と
い
う
意
味
合
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
黙
照
禅
は
、「
修
証
一
如
」
と
い
う
本
覚
門
的
修
証
観
が

そ
の
基
底
を
成
し
、
そ
れ
故
に
、
悟
達
へ
の
方
法
そ
れ
自
体
が
そ
の
ま
ま
覚
り
と
な
り
現
成
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
宏
智
は
次
の
よ
う
に
示
す
。

農
は
忙多

乱忙

な
る
も
、
田
に
挿う

ゆ
る
の
心
は
、
是
れ
秋
に
飯
と
成
る
。
却
っ
て
道い

う
、
禾い

ね

熟
す
る
も
場
に
臨
ま
ず
、
祇た麽

だ
風
雨
の
爛た

だ

ら
す
に
任ま

か従
す
。
禅
和
子
、
一
身
は
一
身
に
了さ

だ

ま
り
、
両
眼
は
両
眼
に
対あ

た

る
。
箇
中
糸わ

ず
か髪

ば
か
り
も
初も

と

よ
り

間へ
だ
て無

し
。
老
狐
の
涎よ

だ
れ

尽
く
れ
ば
、
復
た
何
を
か
疑
わ
ん
。
再
び
盤
中
に
坐
す
れ
ば
、
弓
、
盞
に
落
つ  

。

こ
こ
で
、
あ
え
て
心
労
を
費
や
し
て
「
秋
の
収
穫
」
を
し
な
い
の
は
、
す
で
に
人
々
個
々
の
分
上
に
悟
り
と
い
う
「
稲
の

実
」
が
熟
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
を
只
だ
坐
禅
を
通
じ
て
冷
暖
自
知
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宏
智
が
こ
の
よ
う
に
説
い
た
根
底
に
は
、
当
代
の
禅
風
が
禅
の
本
質
か
ら
遠
ざ
か
り
、「
本
来
具
足
の
証
」
或

い
は
、
大
慧
側
が
説
く
「
悟
を
以
て
則
と
為
す
」
と
い
う
本
来
の
意
義
を
「
安
逸

0

0

に
煩
悩
そ
の
ま
ま
を
容
認
」
或
い
は
、「
悟

を
待
っ
て

0

0

0

則
と
為
す
」
と
い
う
曲
解
に
流
れ
、
そ
れ
が
自
然
外
道
と
知
解
の
病
弊
と
し
て
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
警
告

の
意
味
が
内
包
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宏
智
の
本
意
は
ど
こ
ま
で
も
、「
一
身
は
一
身
に
了
ま
り
、
両
眼
は
両
眼
に
対
る
。
箇
中
糸
髪
ば
か
り
も
初
よ
り
間
無
し
」

と
、
い
う
よ
う
に
、
悟
り
は
当
初
か
ら
人
々
個
々
分
上
に
お
い
て
円
満
に
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
意
図
的

0

0

0

」
に
悟
り

を
追
求
す
る
こ
と
は
な
い
。
只
だ
坐
禅
と
い
う
徹
底
し
た
行
を
通
じ
て
、
日
常
の
威
儀
そ
れ
自
体
を
悟
り
の
顕
現
と
し
て
醸
熟

せ
し
め
る
こ
と
に
そ
の
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（39）
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し
た
が
っ
て
、
そ
の
行
は
厳
格
な
坐
禅
修
行
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
黙
照
一
如
」
の
禅
で
あ
り
、「
本
証
一
如
」
の
仏
行
に
他

な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
宏
智
は
、
彼
の
「
法
語
」
で
次
の
よ
う
に
諭
す
。

渠
は
修
証
に
非
ず
、
本
来
具
足
せ
り
。
他
は
汚
染
せ
ず
、
徹
底
清
浄
な
り
。
…
…
寂
と
雖
も
耀
き
、
真
に
中
辺
無
く
前

後
を
絶
す
る
に
到
り
て
、
始
め
て
一
片
と
成
る
を
得え

、
根
根
塵
塵
、
在
在
処
処
、
広
長
舌
を
出い

だ

し
、
無
尽
の
燈
を
伝
え
、

大
光
明
を
放
ち
、
大
仏
事
を
作
さ
ん
。
元
よ
り
他
の
一
毫
の
外
法
を
借
ら
ず
、
的
的
是
れ
自
家
屋
裏
の
事
な
り  

。

こ
こ
で
宏
智
は
「
渠
は
修
証
に
非
ず
、
本
来
具
足
せ
り
」
と
、
坐
禅
す
る
而
今
の
当
処
が
そ
の
ま
ま
透
脱
し
た
悟
り
の
世
界

で
あ
り
、
そ
の
世
界
は
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
本
よ
り
自
身
の
う
ち
に
円
満
に
具
わ
っ
て
い
る
と
諭
す
。
そ
し
て
、
そ

の
働
き
は
寂
と
雖
も
惺
々
と
作
用
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、「
根
根
塵
塵
、
在
在
処
処
」
に
大
自
在
を
得
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
宏
智
が
い
う

黙
照
禅
の
本
義
か
ら
す
れ
ば
、
大
慧
側
か
ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
単
な
る
「
寂
静
」
と
い
う
意
味
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
宏
智
の
黙
照
禅
は
、「
坐
禅
」
そ
れ
自
体
が
必
然
的
に
覚
り
の
手
段
を
超
え
た
覚
り
の
本
質
を
意
味
す
る
と
と
も

に
、「
坐
禅
」
と
い
う
形
式
を
以
て
そ
の
本
領
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
成
仏
に
お
け
る
深
ま
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る

と
同
時
に
そ
の
発
着
点
で
あ
る
た
め
、
只
だ
仏
々
祖
々
の
行
に
徹
し
て
い
く
中
で
自
己
が
自
己
と
し
て
深
ま
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
黙
照
打
坐
に
よ
る
絶
対
の
境
涯
を
宏
智
は
次
の
よ
う
に
示
す
。

但
だ
自
ら
の
本
来
頭
を
知し識
れ
ば
、
彼
の
変
化
境
に
入
る
も
、
自
然
に
一
切
処
に
主
と
作
り
得え

、
把
得
住
し
、
他
に
一

乗
の
馭お

さ

む
可
き
無
く
、
他
に
万
行
の
修
す
可
き
無
く
、
他
に
三
界
の
出
離
す
可
き
無
く
、
他
に
万
法
の
了
ず
可
き
無
か
ら

（40）
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ん
。
爾な

ん
じ

若
し
三
界
を
出い

ず
と
道い

わ
ば
、
則す

な
わ便

ち
三
界
を
壊
し
、
爾
若
し
三
界
に
在
り
と
道い

わ
ば
、
則す

な
わ便

ち
三
界
を
礙
げ
、

爾
若
し
万
法
を
了
ぜ
ん
と
待ほ

っ

せ
ば
、
則
ち
万
法
紛
然
た
り
、
爾
若
し
万
法
を
転
ぜ
ん
と
待ほ

っ

せ
ば
、
則
ち
万
法
、
爾な

ん
じ

を
擾み

だ

さ

ん
。
此こ

こ

に
到
っ
て
直
に
須
ら
く
不
出
・
不
在
・
不
壊
・
不
礙
・
不
転
・
不
了
・
不
紛
・
不
擾
に
し
て
、
便
ち
独
露
底
の
身

を
見
る
べ
し
。
便
ち
是
れ
灑
落
底
の
漢
に
し
て
、
声
色
裡
に
眠
り
、
声
色
裡
に
坐
臥
す
る
も
、
諸
々
の
対
待
を
絶
し
、
常

に
光
明
現
前
し
、
覚
華
開
発
し
て
情
境
を
超
脱
す
る
を
妨
げ
ず
。（
こ
の
時
）
始
め
て
信
ず
、
元
よ
り
修
持
せ
ず
、
曽
て
染

汚
せ
ず
、
無
量
劫
中
、
本
来
具
足
し
、
円
陀
陀
地
に
し
て
、
曽
て
一
毫
頭
許
も
欠
少
無
く
、
曽
て
一
毫
頭
許
も
盈
余
無
き

こ
と
を  

。

こ
う
し
た
「
独
露
底
」
の
諸
々
の
対
待
を
絶
し
た
境
涯
に
お
い
て
は
自
身
を
束
縛
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
こ
こ
で
は
坐
禅

が
そ
の
ま
ま
覚
り
（
覚
華
開
発
）
と
し
て
一
切
処
に
顕
現
（
光
明
現
前
）
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
黙
照
一
如
の
仏
行
に
徹
し
て
い

く
中
で
自
己
が
自
己
と
し
て
深
り
、
さ
ら
に
、
自
己
が
自
己
と
し
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
黙
照
禅
で
は
、
行
仏
性
［
行
仏
威
儀
、
威
儀
即
仏
法
］
と
し
て
の
坐
禅
に
重
き
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
坐
禅

は
威
儀
即
仏
法
を
意
味
し
、
仏
法
は
そ
の
ま
ま
坐
禅
に
通
じ
る
。
そ
れ
は
宏
智
が
「
黙
し
て
凝
ら
ず
、
照
ら
し
て
流
れ
ず
」  

、

「
黙
黙
と
し
て
游
び
、
如
如
と
し
て
説
く
」  

、
ま
た
は
、「
黙
時
に
説
き
、
説
時
に
黙
す
」  

な
ど
と
示
す
よ
う
に
、
坐
禅
の
黙

は
「
妙
修
」（
黙
而
不
凝
）
と
し
て
の
「
証
黙
」
で
あ
り
、
証
の
作
用
で
あ
る
照
は
、
対
象
に
流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
不
動
の

照
」（
照
而
不
流
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、「
寂
黙
の
妙
用
」
と
し
て
の
「
説
法
」（
黙
黙
而
游
、
如
如
而
說
。
黙
時
說
、
說
時
黙
）
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宏
智
の
黙
照
禅
は
只
だ
黙
々
と
坐
っ
て
い
る
姿
勢
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

但
し
、「
黙
照
一
如
」
の
深
淵
な
る
実
修
と
そ
の
日
常
底
へ
の
無
窮
な
る
展
開
の
基
本
的
機
軸
は
坐
禅
に
あ
る
。

（41）

（42）

（43）

（44）



45

つ
ま
り
、
坐
禅
は
そ
の
ま
ま
覚
り
の
顕
現
と
し
て
身
と
心
の
構
造
で
あ
る
が
故
に
、
あ
え
て
悟
り
を
得
よ
う
と
力
ま
な
く
と

も
自
ず
か
ら
修
行
の
必
然
性
が
具
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
黙
照
の
坐
は
、
行
住
坐
臥
・
見
聞
覚
知
、
全
て
の
日
常

底
に
お
い
て
顕
現
す
る
「
黙
照
一
如
」
の
坐
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
宏
智
の
黙
照
禅
は
「
至
游
禅
」
と
呼
ば
れ
る
頗
る
能
動
的

な
性
格
も
兼
備
す
る
。「
黙
照
銘
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
と
さ
れ
る
「
至
游
庵
銘
」
に
お
い
て
、
宏
智
は
次
の
よ
う
に
諭
す
。

夫
れ
道
人
の
至
游
は
、
虚
極
を
履ふ

み
、
妙
明
を
守
り
、
真
醇
を
飲
み
、
清
白
に
住
す
。
断
崖
に
足
を
放
ち
、
空
劫
に
身

を
転
じ
、
一
に
妙
存
を
得
て
、
対
待
を
亡
絶
す
。
自
然
に
出
応
し
て
方
無
き
こ
と
、
谷
の
響
、
水
の
月
の
ご
と
く
、
塵
塵

無
礙
に
し
て
、
心
心
一
如
な
り
。
彼
我
相
い
忘
れ
、
是
非
斯
に
泯
ず
。
方
円
大
小
、
暦
暦
と
し
て
爽た

が

わ
ず
。
能
く
是
く
の

如
く
な
ら
ば
、
諸
の
世
間
に
入
り
て
、
真
に
游
戯
三
昧
に
契
う
。
斯
に
至
游
と
謂
う
べ
し
。
衲
僧
の
所
住
の
処
、
何
ぞ
必

ず
し
も
屋
を
縛
り
茨
を
編
ん
で
、
孤
り
世
外
に
兀

隠
遁
す
るな

ら
ん  

。

こ
れ
が
宏
智
に
お
け
る
黙
照
禅
の
本
領
で
あ
る
。
先
の
大
慧
が
示
し
た
黙
照
禅
の
捉
え
方
で
は
、
こ
の
銘
の
本
意
は
捉
え
尽

く
せ
な
い
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
宏
智
の
禅
が
「
坐
」
に
留
ま
ら
ず
一
切
処
に
於
い
て
「
真
に
游
戯
三
昧
に
契
う
」
と
い
う
よ

う
な
積
極
的
且
つ
能
動
的
性
格
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
言
及
す
れ
ば
、
大
慧
の
禅
に
比
べ
れ
ば
、
宏
智
の
禅
は
や
は
り

「
静
的
」
禅
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
大
慧
禅
が
当
時
の
時
代
的
要
求
に
呼
応
し
た
禅
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
宏
智

禅
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
当
時
の
時
代
的
要
求
に
呼
応
で
き
た
か
を
鑑
み
た
場
合
、
自
ず
か
ら
明
白
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
大
慧
の
看
話
禅
と
宏
智
の
黙
照
禅
の
修
禅
形
態
に
焦
点
を
あ
て
、
相
互
の
修
禅
方
式
と
そ
の
特
徵
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
。
看
話
禅
と
黙
照
禅
は
、
根
本
的
に
は
修
証
観
の
相
違
に
よ
り
由
来
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
派
生
す

る
修
禅
方
式
に
於
い
て
も
、
以
上
の
よ
う
な
修
証
観
の
相
違
を
踏
ま
え
た
上
で
「
看
話
と
黙
照
」
の
全
体
像
を
見
極
め
る
必
要

（45）
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が
あ
る
。

結
　
語

以
上
、
こ
れ
ま
で
「
看
話
と
黙
照
」
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
明
確
に
浮
上
す
る
の
は
、
大
慧
の
痛
烈
な
黙
照

禅
批
判
も
そ
の
根
底
に
は
両
禅
の
修
証
観
の
相
違
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
論
究
し
た
よ
う
な
黙
照
の

本
質
か
ら
逸
脱
し
た
黙
照
邪
師
及
び
そ
の
亜
流
へ
の
批
判
か
ら
も
十
分
に
確
認
で
き
た
。

さ
ら
に
時
代
的
観
点
で
捉
え
た
場
合
、
大
慧
は
宋
王
朝
存
亡
の
危
機
に
お
い
て
、
主
戦
派
と
講
和
派
と
の
激
し
い
対
立
の

中
、「
社
会
的
実
践
」
と
し
て
看
話
禅
を
以
て
士
大
夫
の
中
に
飛
び
込
み
、
国
政
に
加
担
し
た
こ
と
で
長
期
流
罪
の
身
と
な
る

苦
難
の
境
遇
と
は
裏
腹
に
、
山
中
伽
藍
に
囲
ま
れ
た
僧
堂
内
に
お
い
て
、
連
日
黙
々
と
如
法
な
る
修
行
に
徹
し
続
け
た
「
黙
照

禅
風
」
の
「
時
勢
へ
の
消
極
的
対
処
」
と
、「
静
に
重
点
を
置
く
宗
風
」
が
、
晩
年
に
於
い
て
も
な
お
彼
を
し
て
黙
照
禅
批
判

の
強
度
を
強
め
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
」
と
い
う
破
局
的
事
態
の
様
相
を
、
時
代
的

観
点
か
ら
簡
明
直
截
に
要
約
す
る
な
ら
ば
、
荒
木
氏
の
説
が
一
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
ろ
う
。

悟
り
と
は
元
来
時
流
を
超
え
た
永
遠
と
の
冥
合
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
ね
ば
っ
こ
く
歴
史
的
状
況
に
密
着
す
る
の
は
、

「
現
在
に
落
ち
る
」
恐
れ
あ
り
と
の
批
判
も
あ
り
得
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
政
治
的
人
間
と
し
て
の
士
大
夫
階
層
を
動
か
す

力
を
も
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
即
今
の
現
実
在
に
集
中
的
な
対
決
を
挑
む
大
慧
流
の
行
き
方
こ
そ
、
苦
悩
す
る
知
識
人
の

胸
に
こ
た
え
る
も
の
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る  

。
（46）
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し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
は
「
教
団
・
組
織
」
よ
り
も
、
時
代
に
束
縛
さ
れ
な
い
「
個
」
の
自
在
な
る
働
き
を
重
ん
ず
る

唐
代
禅
の
特
徴
は
、
石
頭
系
の
曹
洞
宗
旨
を
綿
々
と
継
承
す
る
宏
智
の
黙
照
禅
に
そ
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
宏
智
の
禅
が
、
超
時
代
性
、
あ
る
い
は
個
的
充
足
性
を
具
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
大
慧
の
禅
は
、
祖
師
の
禅
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
そ
の
時
代
的
要
求
に
呼
応
し
て
、
社
会
に
強
力
な
禅
的
躍
動
力
を

発
動
せ
し
め
、
人
々
を
牽
引
し
て
い
く
積
極
的
且
つ
即
時
代
的
特
色
を
有
し
て
お
り
、
士
大
夫
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
禅
、
ま

た
は
歴
史
的
充
足
性
を
具
え
た
禅
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
も
あ
く
ま
で
断
面
的
な
指
摘
で
あ
り
、
大
慧
禅
の
歴

史
的
意
義
を
完
全
に
言
い
尽
く
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う  

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
は
、
正
法
護
持
の
使
命
感
よ
り
発
せ
ら
れ
た
禅
風
刷
新
の
た
め
の
具
体
的
行
為
で

あ
っ
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
坐
禅
へ
の
固
執
と
悟
り
の
撥
無
、
そ
し
て
、
黙
照
邪
師
の
も
と
で
寂
静
に
沈
泥
す
る
士
大
夫
の

誤
っ
た
禅
理
解
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る  

。
大
慧
は
そ
う
し
た
諸
問
題
に
対
し
て
、
真
正
面
か
ら
痛
烈
な
誹
謗
と
論
理

的
説
示
と
で
「
看
話
の
正
禅
」
と
「
黙
照
の
邪
禅
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
定
着
さ
せ
、
絶
大
な
る
社
会
的
支
持
層
を
獲
得
し
、

宋
朝
禅
の
代
名
詞
と
な
る
看
話
禅
を
大
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黙
照
批
判
と
看
話
確
立
は
表
裏
一
体
の
不
可
分

の
関
係
に
あ
り
、
大
慧
は
黙
照
批
判
の
代
案
と
し
て
看
話
禅
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

 

大
慧
の
邪
禅
批
判
を
大
別
す
れ
ば
、
唐
代
の
「
無
事
」
を
安
逸
に
曲
解
し
た
禅
徒
へ
の
批
判
と
北
宋
期
に
波
及
す
る
文
字
禅
へ
の

批
判
、
そ
し
て
黙
照
の
本
質
か
ら
逸
脱
し
た
黙
照
邪
師
及
び
そ
の
亜
流
へ
の
批
判
に
要
約
で
き
る
。
本
論
で
は
後
者
の
黙
照
邪
師
及

び
そ
の
亜
流
へ
の
批
判
で
あ
る
黙
照
禅
批
判
に
論
点
を
絞
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

 

「
黙
照
銘
」
は
、
建
炎
三
年
、
宏
智
の
三
十
九
歳
以
前
に
成
立
し
、
紹
興
元
年
（
一
一
三
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
長
蘆
覚
和
尚
語
録
』

に
よ
っ
て
禅
林
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
井
修
道
編
輯
・
禅
籍
善
本
古
注
集
成
『
宏
智
録
（
上
）』「
解
題
」（
東
京
名
著
普
及
会
一

（47）

（48）

（1）（2）
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九
八
四
）
五
三
〇
頁
、
同
氏
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究　
─　

中
国
曹
洞
宗
と
道
元
禅　

─
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
）
三
三
三
頁
参
照
。

 
泉
福
寺
本
『
宏
智
録
』
第
一
冊
（
東
京
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
）
七
七
頁
。

 
『
首
楞
厳
義
疏
註
経
』
巻
四
、
或
可
寂
而
常
照
故
称
妙
明
、
照
而
常
寂
故
曰
明
妙
。
此
顕
法
界
一
相
真
覚
無
二
。
円
覚
亦
云
、
一
切

覚
故
円
覚
普
照
寂
滅
無
二
。（T

39-874c

）

 

『
宏
智
録
』
巻
六
、
黙
黙
自
在
、
如
如
離
縁
、
豁
明
無
塵
、
直
下
透
脱
。
元
来
到
箇
処
、
不
是
今
日
新
有
底
。
従
旧
家
広
大
劫
前
、

歴
歴
不
昏
、
霊
霊
独
輝
。
雖
然
恁
麽
、
不
得
不
為
。（T

48-74b

）

 

「
仏
性
顕
在
論
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
・
事
象
・
現
象
そ
の
も
の
が
「
仏
性
」
の
顕
現
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
で
顕
在
し
て
い

る
「
仏
性
」
が
「
仏
性
」
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
証
・
覚
・
悟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
涅
槃
を
了
得
す
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
松
本
史
朗
『
道
元
思
想
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
一
三
四‒

一
三
五
頁
参
照
。

 

松
本
史
朗
『
前
掲
書
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
五
八
九
頁
参
照
。

 

『
大
慧
語
録
』
巻
五
、
師
紹
興
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
、
於
明
州
報
恩
光
孝
禅
寺
開
堂
。
宣
疏
拈
香
祝
聖
罷
、
乃
就
座
、
天
童

和
尚
白
槌
云
、
法
筵
龍
象
衆
、
当
観
第
一
義
（T

47-829b

）。
 

『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
九
、
翌
日
辰
巳
間
、
沐
浴
更
衣
、
端
坐
告
衆
。
顧
侍
僧
、
索
筆
作
書
、
遺
育
王
大
慧
禅
師
、
請
主
後
事
。
仍
書

偈
曰
、
夢
幻
空
花
、
六
十
七
年
。
白
鳥
煙
没
、
秋
水
天
連
。
擲
筆
而
逝
（Z137-152b

）。
ま
た
、『
宏
智
広
録
』
巻
九
「
行
業
記
」（T

48-

120c

）、『
大
慧
語
録
』
巻
五
（T

47-832c

）
に
も
、
宏
智
示
寂
の
際
、
大
慧
に
書
簡
を
送
っ
て
後
事
を
嘱
し
、
大
慧
が
葬
儀
を
司
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

『
朱
子
語
類
』
巻
百
二
十
六
「
釈
氏
」
の
一
條
、
昔
日
了
老
、
専
教
人
坐
禅
。
杲
老
以
為
不
然
、
著
正
邪
論
排
之
。
其
後
杲
在
天
童
、

了
老
乃
一
向
師
尊
礼
拝
。
杲
遂
与
之
同
、
及
死
為
之
作
銘
。
問
、
渠
既
要
清
浄
寂
滅
、
如
何
不
坐
禅
。
曰
、
渠
又
要
得
有
悟
。
杲
旧

甚
喜
子
韶
、
及
南
帰
、
貽
書
責
之
。
以
為
与
前
日
不
同
。
今
其
小
師
録
杲
文
字
、
去
正
邪
論
、
与
子
韶
書
亦
節
却
。（
中
文
出
版
本
・
四

（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）
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八
五
三
頁
）

 
『
語
類
』
の
巻
頭
に
付
録
さ
れ
て
い
る
「
朱
子
語
録
姓
氏
」
に
拠
れ
ば
、「
鄭
可
学
、
字
は
子
上
、
甫
田
（
福
建
省
）
の
人
。
辛
亥
（
紹

煕
二
年
・
一
一
九
一
）
に
聞
く
所
な
り
（
鄭
可
学
、
字
子
上
、
甫
田
人
。
辛
亥
所
聞
）」
と
あ
る
。
鄭
可
学
は
、
字
は
子
上
、
持
斎
と
号
し
た
。

福
建
省
の
人
で
あ
る
。
田
中
謙
二
氏
に
よ
る
と
、
朱
熹
に
師
事
し
た
期
間
は
、
淳
煕
十
四
年
（
一
一
八
七
）
か
ら
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）

に
至
る
ま
で
、
断
続
的
に
四
期
に
分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（
八
三
頁
）
に
詳
し
い
。
そ
の
伝
に
つ
い
て
は

『
宋
人
伝
記
』
第
五
冊
（
三
六
八
六
頁
）
参
照
。
野
口
善
敬
、
廣
田
宗
玄  

他
『
朱
子
語
類
』
訳
注
巻
百
二
十
六
（
上
）（
汲
古
書
院
、
二
〇

一
三
）
一
〇
五
頁
。

 

こ
こ
で
い
う
『
正
邪
論
』
は
、『
朱
子
語
類
』
巻
百
二
十
六
で
、
弟
子
が
大
慧
語
録
を
編
集
す
る
時
そ
れ
を
削
除
し
た
と
あ
る
が
、

江
戸
時
代
の
無
著
道
忠
が
著
し
た
『
大
慧
普
覚
禅
師
書
栲
栳
珠
』
に
よ
れ
ば
、
大
慧
の
『
正
法
眼
蔵
』
末
の
示
衆
が
そ
れ
に
相
当
す

る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
廣
田
宗
玄
は
「
大
慧
宗
杲
の
『
弁
邪
正
説
』
に
つ
い
て
」（『
禅
学
研
究
』
七
十
八
、
二
〇
〇
〇
）、
及
び

「
大
慧
宗
杲
の
邪
禅
批
判
の
諸
相
」（『
禅
文
研
紀
要
』
二
十
七
、
二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

 

『
大
慧
年
譜
』
是
年
六
月
二
十
五
日
、
准
命
移
梅
州
。（
柳
田
聖
山
、
椎
名
宏
雄
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
巻
四
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
三
六
二

頁
）

 

た
し
か
に
朱
子
あ
る
い
は
鄭
可
学
が
宏
智
と
大
慧
を
混
同
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
と
に
鄭
可
学
は

大
慧
、
真
歇
、
宏
智
と
は
直
接
会
っ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
次
世
代
の
人
で
あ
り
、
ま
た
、
福
建
省
出
身
で
あ
る
た
め
、
大
慧
、
真
歇
、

宏
智
に
関
す
る
様
々
な
風
評
を
受
け
や
す
く
混
乱
を
招
き
易
い
。

 

『
語
類
』
巻
百
四
、
屏
山
少
年
能
為
挙
業
官
莆
田
、
接
塔
下
一
僧
能
入
定
数
日
。
後
乃
見
了
老
、
帰
家
読
儒
書
、
以
為
与
仏
合
。（
中

文
出
版
本
・
四
一
六
四
頁
）

 

『
大
慧
語
録
』
巻
二
十
七
、
近
年
已
来
禅
道
仏
法
衰
弊
之
甚
、
有
般
杜
撰
長
老
、
根
本
自
無
所
悟
、
業
識
茫
茫
、
無
本
可
拠
、
無
実

（11）（12）（13）（14）（15）（16）
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頭
伎
倆
収
摂
学
者
、
教
一
切
人
如
渠
相
似
、
黒
漆
漆
地
、
緊
閉
却
眼
、
喚
作
黙
而
常
照
。
彦
沖
被
此
輩
教
壊
了
、
苦
哉
苦
哉
。（T

47-

925a

）
 

大
慧
、
真
歇
、
宏
智
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
茅
子
元
（
一
〇
九
六
～
一
一
八
一
）
も
ほ
ぼ
同
地
域
で
教
線
を
張
っ
て
い
た
。
こ
と
に
大

慧
は
福
州
に
入
る
以
前
（
一
一
三
〇
～
一
一
三
四
）
ま
で
江
州
の
雲
門
庵
に
住
し
た
が
、
子
元
も
江
州
の
地
で
活
動
し
て
い
た
。
そ
の
思

想
は
「
寂
而
常
照
、
照
而
常
寂
」
を
強
調
し
、
少
な
か
ら
ず
宏
智
、
真
歇
の
黙
照
思
想
に
影
響
さ
れ
た
と
見
て
取
れ
る
。
況
や
古
来

よ
り
総
合
仏
教
的
伝
統
を
育
ん
で
き
た
福
州
の
地
に
於
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
宏
智
、
真
歇
に
代
表
さ
れ
る
黙
照
思
想
に
影
響
さ
れ

た
禅
者
が
宗
派
に
係
わ
ら
ず
数
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
、
そ
の
中
に
大
慧
の
批
判
対
象
と
な
る
黙
照
邪
師
と
い
わ
れ
る
亜

流
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
子
元
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
張
欣
「「
念
仏
者
是
誰
」
─　

そ
の
思
想
源
流
に
つ
い
て　

─
」

（『
イ
ン
ド
仏
教
学
研
究
』
十
五
、
二
〇
〇
八
、
一
〇
五‒

一
〇
六
頁
）
参
照
。

 

『
大
慧
語
録
』
巻
十
三
「
師
到
雪
峯
値
建
菩
提
会
請
普
説
」、
只
如
真
歇
尋
常
見
、
学
者
多
認
目
前
鑑
覚
、
求
知
見
覓
解
会
、
無
有

歇
時
、
不
得
已
教
人
向
劫
外
承
当
。
拠
実
而
論
、
這
一
句
已
是
多
了
。
此
是
一
期
方
便
、
如
指
月
示
人
。
…
適
来
真
歇
、
有
一
段
公

案
未
了
、
雲
門
為
他
結
絶
却
。（T

47-864a

）

 

『
大
慧
語
録
』
巻
十
三
「
師
到
雪
峰
値
建
菩
提
会
請
普
説
」、
爾
看
。
他
真
歇
説
禅
、
都
不
計
較
、
拠
学
人
問
処
、
信
口
便
説
、
更

無
滞
礙
、
自
然
如
風
吹
水
。
只
為
他
実
見
実
説
、
如
普
賢
菩
薩
従
仏
華
荘
厳
三
昧
起
、
普
慧
菩
薩
如
雲
興
致
二
百
問
、
普
賢
菩
薩
如

瓶
瀉
以
二
千
酬
。
又
何
曽
思
量
計
較
来
。
…
（
中
略
）
…
雲
門
今
夏
在
広
因
、
開
個
灯
心
皀
角
舗
子
、
随
家
豊
倹
、
説
些
粗
禅
。
室

中
問
学
者
一
句
子
、
如
不
思
量
計
較
、
天
真
自
然
、
道
得
一
句
、
更
与
一
拶
、
擬
議
不
来
、
劈
脊
一
棒
、
別
無
細
膩
。
忽
然
打
発
一

個
半
個
、
却
教
上
来
雪
峰
、
就
大
炉
鞴
、
事
同
一
家
。（T

47-863b-864a
）

 

但
し
、
こ
こ
で
は
真
歇
側
か
ら
招
請
さ
れ
た
立
場
で
の
普
説
で
あ
る
た
め
、
真
歇
側
を
賛
嘆
す
る
の
は
客
と
し
て
の
礼
儀
で
も
あ

る
。

（17）（18）（19）（20）
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『
四
巻
本
普
説
』
巻
二
「
方
敷
文
請
普
説
」
禅
和
家
。
若
信
決
定
有
妙
悟
、
便
来
這
裏
参
。
若
信
悟
是
枝
葉
、
却
往
別
処
参
。
妙
喜

不
瞞
人
。
這
裏
隣
峰
有
天
童
和
尚
、
是
第
一
等
宗
師
。
自
家
行
脚
時
、
他
已
立
僧
了
。
又
有
出
世
高
弟
在
這
裏
。
你
但
去
問
他
。
若

総
道
悟
是
枝
葉
、
我
敢
道
他
也
是
個
瞎
漢
。（『
禅
学
典
籍
本
巻
四
・
二
〇
七
頁
）

 

「
雪
峰
に
到
り
一
夜
の
小
参
」
と
は
、
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
の
「
師
到
雪
峯
値
建
菩
提
会
請
普
説
」
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

 

『
四
巻
本
普
説
』
巻
三
「
方
敷
文
請
普
説
」
如
定
光
大
師
、
往
年
在
歇
長
老
処
、
也
不
信
有
悟
。
及
乎
自
家
到
雪
峰
一
夜
小
参
、
忽

然
疑
着
、
破
夏
走
来
広
因
。
猶
自
主
張
無
迷
無
悟
、
被
山
僧
痛
罵
、
方
始
知
非
。（
禅
学
典
籍
本
巻
四
・
二
三
八
頁
）

 

石
井
氏
は
、『
前
掲
書
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
、
三
一
九
頁
）
で
、「
宏
智
が
首
都
臨
安
府
の
霊
隠
寺
に
わ
ず
か
一
ヶ
月
し
か
住
持

し
な
か
っ
た
の
は
、
時
の
権
力
に
対
し
て
形
式
的
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
内
心
で
反
骨
の
精
神
を
示
し
た
と
考
え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
」
と
、
評
価
し
て
い
る
。

 

伊
吹
敦
「
宋
の
南
遷
と
禅
（
下
之
上
）
─
要
説
・
中
国
禅
思
想
史
二
十
六
─
」（『
禅
文
化
』
二
一
七
、
二
〇
一
〇
）
一
一
七
頁
参
照
。

 

真
歇
が
「
妙
悟
」
の
重
要
性
を
認
知
し
て
い
た
こ
と
は
、
真
歇
撰
『
信
心
銘
拈
古
』
の
内
容
か
ら
も
十
分
に
窺
え
る
。
真
歇
の
思

想
に
つ
い
て
は
期
日
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

 

『
大
慧
普
説
』
巻
十
七
「
銭
計
議
請
普
説
」
而
今
諸
方
有
一
般
黙
照
邪
禅
…
此
風
往
年
福
建
路
極
盛
。
妙
喜
紹
興
初
、入
閩
住
庵
時
、

便
力
排
之
、
謂
之
断
仏
慧
命
。
千
佛
出
世
不
通
懺
悔
。（T

47-885a

）
 

廣
田
宗
玄
「
大
慧
宗
杲
の
邪
禅
批
判
の
諸
相　
─
「
弁
邪
正
説
」
の
検
討
を
通
じ
て
─
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
十
七
、
二
〇
〇
四
）
一

二
八‒

一
三
一
頁
。

 

本
稿
の
注　

を
参
照
。

 

然
切
不
可
存
心
待
破
、
若
存
心
在
破
処
、
則
永
劫
無
有
破
時
。
但
将
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
量
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見

解
会
底
心
、
欣
静
厭
閙
底
心
、
一
時
按
下
、
只
就
按
下
処
看
箇
話
頭
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
州
云
無
。
此
一
字
子
、

（21）（22）（23）（24）（25）（26）（27）（28）（29）
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乃
是
許
多
悪
知
悪
覚
底
器
仗
也
。
不
得
作
有
無
会
、
不
得
作
道
理
会
、
不
得
向
意
根
下
思
量
卜
度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
処
垜
根
、
不

得
向
語
路
上
作
活
計
、
不
得
颺
在
無
事
甲
裏
、
不
語
向
挙
起
処
承
当
、
不
得
向
文
字
中
引
証
。
但
向
十
二
時
中
、
四
威
儀
内
、
時
時

提
撕
、
時
時
挙
覚
。
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
云
無
。
不
離
日
用
、
試
如
此
做
工
夫
看
。
月
十
日
便
自
見
得
也
。（T

47-921c

）

 

『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
三
、
但
只
看
箇
古
人
入
道
底
話
頭
。
僧
問
趙
州
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
？
州
云
、
庭
前
柏
樹
子
。
僧
云
、
和

尚
莫
将
境
示
人
。
州
云
、
我
不
将
境
示
人
。
僧
云
、
既
不
将
境
示
人
、
却
如
何
是
祖
師
西
来
意
？
州
只
云
、
庭
前
柏
樹
子
。
其
僧
於

言
下
忽
然
大
悟
。
伯
寿
但
日
用
行
住
坐
臥
処
、
奉
侍
至
尊
処
、
念
念
不
間
断
、
時
時
提
撕
、
時
時
挙
覚
、
驀
然
向
柏
樹
子
上
、
心
意

識
絶
気
息
、
便
是
徹
頭
処
也
。（T

47-910a

）

 

小
川
隆
『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
七
中
国
Ⅱ
隋
唐
─
興
隆
・
発
展
す
る
仏
教
─
』
五
章
「
禅
宗
の
生
成
と
発
展
」（
佼
成
出
版
社
、
二
〇
二

〇
）
三
二
〇
頁
参
照
。

 

石
井
修
道
『
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
』
東
洋
思
想  

第
十
二
巻
・
四
章
「
禅
」（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
一
二
六
頁
参
照
。

 

近
世
叢
林
有
一
種
邪
禅
、
執
病
為
薬
、
自
不
曽
有
証
悟
処
、
而
以
悟
為
建
立
以
悟
為
接
引
之
詞
、
以
悟
為
落
第
二
頭
、
以
悟
為
枝

葉
辺
事
。
自
己
既
不
曽
有
証
悟
之
処
、
亦
不
信
他
人
有
証
悟
者
。
一
味
以
空
寂
頑
然
無
知
、
喚
作
威
音
那
畔
空
劫
已
前
事
。
逐
日
噇

却
両
頓
飯
事
、
事
不
理
会
、
一
向
嘴
盧
都
地
打
坐
、
謂
之
休
去
歇
去
。
纔
渉
語
言
便
喚
作
落
今
時
、
亦
謂
之
児
孫
辺
事
。
将
這
黒
山

下
鬼
窟
裏
底
為
極
則
、
亦
謂
之
祖
父
従
来
不
出
門
。
以
己
之
愚
返
愚
他
人
。
釈
迦
老
子
所
謂
、
譬
如
有
人
自
塞
其
耳
、
高
声
大
叫
、

求
人
不
聞
。
此
輩
名
為
可
憐
愍
者
。（T

47-901c

）

 

『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
六
、
某
不
惜
口
業
、
力
救
此
弊
。
今
稍
有
知
非
者
。
願
公
只
向
疑
情
不
破
処
参
。
行
住
坐
臥
不
得
放
捨
。
僧

問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
這
一
字
子
、
便
是
箇
破
生
死
疑
心
底
刀
子
也
。（T

47-923a

）

 

「
昏
沈
」
と
は
無
記
（
寂
静
に
浸
り
き
っ
た
状
態
）、
ま
た
は
、
睡
魔
に
陥
っ
た
状
態
で
あ
り
、「
掉
挙
」
と
は
散
乱
心
を
指
す
。
い
ず

れ
も
坐
禅
中
、
最
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
障
害
で
あ
る
。

（31）（32）（33）（34）（35）（36）
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『
大
慧
語
錄
』
巻
二
十
一
、
静
坐
時
、
纔
覚
此
両
種
病
現
前
、
但
只
挙
狗
子
無
仏
性
話
。
両
種
病
不
著
用
力
排
遺
、
当
下
怗
怗
地
矣
。

（T
47-922b

）

 
『
信
心
銘
』
虚
明
自
照
、
不
労
心
力
、
非
思
量
處
、
識
情
難
測
。（T

48-376c-377a

）

 

『
宏
智
錄
』
巻
一
、
農
忙
乱
挿
田
心
是
秋
成
飯
。
却
道
禾
熟
不
臨
場
、
祇
麽
任
従
風
雨
爛
。
禅
和
子
、
一
身
了
一
身
、
両
眼
対
両
眼
。

箇
中
糸
髪
初
無
間
。
老
狐
涎
尽
復
何
疑
。
再
坐
盤
中
弓
落
盞
。（
名
著
普
及
会
本
・
三
九
頁
）

 

『
宏
智
錄
』
巻
六
、
渠
非
修
証
。
本
来
具
足
、
他
不
汚
染
、
徹
底
清
浄
。
…
…
雖
寂
而
耀
、
真
到
無
中
辺
絶
前
後
、
始
得
成
一
片
、

根
根
塵
塵
、
在
在
処
処
、
出
広
長
舌
、
伝
無
尽
燈
、
放
大
光
明
、
作
大
仏
事
。
元
不
借
他
、
一
毫
外
法
。
的
的
是
自
家
屋
裏
事
。（
名

著
普
及
会
本
・
二
九
八
頁
）

 

『
宏
智
錄
』
巻
一
、
但
知
識
自
本
来
頭
、
入
彼
変
化
境
、
自
然
一
切
処
作
得
主
、
把
得
住
、
他
無
一
乗
可
馭
、
他
無
万
行
可
修
、
他

無
三
界
可
出
、
他
無
万
法
可
了
。
爾
若
道
出
三
界
、
則
便
壊
三
界
、
爾
若
道
在
三
界
、
則
便
礙
三
界
、
爾
若
待
了
万
法
、
則
万
法
紛

然
、
爾
若
待
転
万
法
、
則
万
法
擾
爾
。
到
此
直
須
不
出
不
在
不
壊
不
礙
不
転
不
了
不
紛
不
擾
、
便
見
独
露
底
身
。
便
是
灑
落
底
漢
、

不
妨
声
色
裡
睡
眠
、
声
色
裡
坐
臥
、
絶
諸
対
待
、
常
光
現
前
、
開
発
覚
華
、
超
脱
情
境
。
始
信
元
不
修
持
、
不
曽
染
汚
、
無
量
劫
中
、

本
来
具
足
、
円
陀
陀
地
、
曽
無
一
毫
頭
許
欠
少
、
曽
無
一
毫
頭
許
盈
余
。（T

48-17b

）

 

『
宏
智
錄
』
巻
九
、
黙
而
不
凝
、
照
而
不
流
。（T

48-109a
）

 

『
前
掲
書
』
黙
黙
而
游
、
如
如
而
說
。（T

48-109b

）

 

『
前
掲
書
』
黙
時
說
、
說
時
黙
。（T

48-109c

）

 

『
宏
智
録
』
巻
六
「
至
游
庵
銘
」
夫
道
人
之
至
游
矣
。
履
虚
極
、
守
妙
明
、
飲
真
醇
、
住
清
白
。
断
崖
放
足
、
空
劫
転
身
、
一
得
妙

存
、
亡
絶
対
待
。
自
然
出
応
無
方
、
谷
響
水
月
、
塵
塵
無
礙
、
心
心
一
如
。
彼
我
相
忘
、
是
非
斯
泯
、
方
円
大
小
、
暦
暦
不
爽
。
能

如
是
也
、
入
諸
世
間
、
真
契
游
戯
三
昧
、
斯
可
謂
至
游
矣
。
衲
僧
之
所
住
処
、
何
必
縛
屋
編
茨
、
孤
兀
世
外
。（
名
著
普
及
会
本
・
四
六

（37）（38）（39）（40）（41）（42）（43）（44）（45）
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六‒

四
六
七
頁
）

 
荒
木
見
悟
『
大
慧
書
』〈
禅
の
語
録
・
十
七
〉（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
）
二
五
七‒

二
五
九
頁
。
し
た
が
っ
て
、
荒
木
氏
が
示
さ
れ
た
よ
う

に
看
話
と
黙
照
を
「
対
時
代
的
機
用
」
と
い
う
視
点
で
比
較
し
た
場
合
、
悟
り
の
超
時
代
性
と
即
時
代
性
、
ま
た
は
個
的
充
足
性
と

歴
史
的
充
足
性
と
い
う
図
式
と
な
る
。

 

野
口
善
敬
氏
は
、「
後
世
に
お
け
る
大
慧
宗
杲
の
評
価
」（
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
『
論
叢
』
八
号
、
二
〇
一
三  

一‒

二
二
頁
）
で
、
後
世

の
大
慧
像
に
お
け
る
形
成
要
素
と
そ
の
評
価
を
十
項
目
に
分
類
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
び
で
、「
一
言
で
表
現
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
と
も
か
く
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
突
出
し
た
「
や
り
手

0

0

0

」
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
、
結
論
付
け
る
。
そ
れ
は
本
論
で
扱
っ

た
大
慧
の
黙
照
禅
批
判
に
於
け
る
一
連
の
言
動
に
お
い
て
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
蛇
足
と
し
て
、
大
慧
看
話
禅
の
修
禅

形
態
の
意
義
に
つ
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
付
記
す
れ
ば
、
①
最
も
継
続
性
の
あ
る
実
践
的
修
禅
形
態
の
確
立
。
②
そ
れ
は
中
国
祖
師

禅
史
の
円
熟
し
た
禅
的
土
壌
の
上
に
形
成
さ
れ
た
修
禅
の
方
法
的
模
索
。
③
東
ア
ジ
ア
全
域
に
独
自
の
禅
文
化
の
開
化
と
自
己
修
養

と
し
て
の
実
践
思
想
の
確
立
。
④
そ
れ
ま
で
優
れ
た
機
根
と
一
回
性
の
機
縁
に
よ
る
「
悟
」
の
可
能
性
が
地
域
や
人
種
の
差
別
を
超

え
て
広
く
人
々
に
開
放
さ
れ
た
。
⑤
そ
の
よ
う
な
禅
思
想
の
基
礎
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
伝
統
史
・
公
案
集
・
語
録
の
刊
行
な
ど
を
挙

げ
て
お
く
。

 

但
し
、
大
慧
の
「
黙
照
禅
」
理
解
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

＊ 

本
稿
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
部
の
助
成
金
に
よ
り
作
成
し
た
。
ま
た
、
本
稿
を
草
す
る
に
当
た
り
、
花
園
大
学
教
授
、
野
口
善
敬
、

中
島
志
郎
、
両
氏
の
助
言
を
頂
い
た
。
合
わ
せ
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（46）（47）（48）


